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水都大垣再生プロジェクト2.0水都大垣再生プロジェクト2.0
関連事業関連事業

　「共創」の取り組みは、まちの至るところで美しい花を咲かせ、
確かな成果を生み出してきました。新年度予算では、３つの重点項目
「水の都おおがきの創生」「危機管理体制の強化」「共育ての推進」を

令和 8年度予算特集

「共創の実る年」「共創の実る年」
３ つの重点項目３ つの重点項目

◇�官民連携推進事業
　限られた人材や財源の中で
多様化・複雑化する行政課題に
的確に対応していくため、民間
からの知恵やアイデア、創意工
夫を行政サービスに活かす官民
連携を推進する。
①�地域活性化起業人制度の活用
　豊富な経験を有する民間人材
を起用し、市における各種地域
活性化プロジェクトを強力に
推進する。
②�ミナモ会支援事業
　民間企業・団体が中心となり、
若者の挑戦支援と地域活性化を
目的に活動する団体「ミナモ会」
が実施する「人づくり」・「まち
づくり」事業を支援する。
③�フランス国家最優秀職人協会
（SnMOF）との連携
　当協会を核に、市内事業者や
在日フランス商工会議所等との
連携を深め、世界最高峰の職人
技術を活かし、地域活性化や
国際的な地域ブランド力の向上
を図る。

◇�大垣駅南口公衆トイレ整備事業
　市の玄関口にある大垣駅南口
公衆トイレについて、誰もが
安心して快適に利用できる公衆
トイレに再整備し、利便性向上
と市のイメージアップを図る。

◇�洪水ハザードマップ改定事業
　令和 2 年度に作成した洪水
ハザードマップを更新し、市内
4河川（菅野川、水門川、中之
江川、新規川）の洪水浸水想定
区域を反映させるなど、内容を
充実させる。
▪�4 河川の洪水浸水想定区域を
反映

▪内水ハザードマップを追加

◇「TKB48」啓発訓練事業
　トイレ（Ｔ）、キッチン（Ｋ）、
バス・ベッド（Ｂ）を48時間以内
に設置することで、災害関連死
を防止する取組「ＴＫＢ48」を
実際に体験する訓練を、地域と
連携して実施する。

水の都おおがきの水の都おおがきの
創生創生

市ＨＰ

中心に、「選ばれるまち大垣」の実現に向けて、前進し
ていきます。
　ここでは、新規事業を中心に主な事業を紹介します。
　詳しくは、市ＨＰの「当初予算の概要」をご覧ください。

現行の洪水ハザードマップ

◇�水都大垣デザインマンホール
整備事業
　『エヴァンゲリオン』シリーズ
のメカニックデザイナー（大垣
市出身・在住の山下いくと氏）
によるオリジナルデザインマン
ホール蓋を設置する。

共育ての共育ての
推進推進

◇�女性に選ばれるまちづくり
推進事業

　女性にとって魅力的で暮らし
やすいまちづくりの実現を目指し、
女性や若者の就業及び活躍につ
なげるための企業の意識改革・
業務改善を一体的に推進する。

◇�南こども園建設事業
　老朽化が著しい南保育園を
移転改築するとともに、認定こ
ども園化し、安全で安心な保育
環境を整備する（令和 6～ 9 年
度事業）。

◇�小・中学校屋内運動場空調機
整備事業

　近年の記録的猛暑を踏まえ、
児童生徒の熱中症予防を図ると
ともに、災害時には避難所となる
小・中学校の屋内運動場に空調
設備を整備する。
▪�空調機設置工事／小学校7校、
上石津学園

▪�構造計算委託／中学校 8校

◇�小・中学校屋内運動場改築事業
　老朽化や狭あい化を解消する
ため、小・中学校の屋内運動場
を改築する。
▪�綾里小／改築工事、空調機設
置工事　ほか

▪�西部中／実施設計　ほか

危機管理体制の危機管理体制の
強化強化

大垣駅南口公衆トイレのイメージ図

Ⓒカラー

水都大垣デザインマンホールのイメージ図

　「水都大垣再生プロジェクト」
の成果を生かし、「水めぐる大垣」
をテーマとして、様々な担当部局
の「共創」により、大垣の郷土材
である「水」を介し人・地域・誇
りが循環して発展するまち・大垣
を目指して事業展開していく。

◇総合体育館空調機整備事業
　スポーツ活動中の熱中症予防
と災害時の避難所としての機能
向上を図るため、総合体育館の
第 1 ～ 3 体育館に空調設備を
整備する（令和8～ 9年度事業）。
▪�令和 8年度／第 2・ 3体育館
▪�令和 9年度／第 1体育館

◇�孤独・孤立対策・ひきこもり
支援事業

①�ひきこもり支援ステーション
設置事業

　市役所内にひきこもり支援
コーディネーターを配置し、
相談対応、訪問支援等を行うな
ど支援の充実を図る。
②�メタバース相談室開設事業
　令和 7年度の実証実験を踏ま
え、仮想空間を利用した他者と
の交流・相談の場を提供する（西
美濃地域の各市町と共同運用）。

メタバース相談室のイメージ

◇�子どもとつくるまちづくり事業
　子どもの意向把握を行うた
め、継続的に子どもたちの意見
を聴く機会を設け、施策への
反映を図る。
▪�子ども・若者モニターアン
ケートの実施

▪�こどもまんなか意見交換会の
開催

▪�子どもたちが企画運営する
イベントなど提案事業の実施

◇�避難所環境改善事業
　災害発生時、女性や子ども、
要配慮者を含む全ての人が、
安心して避難所生活を送ること
ができるよう、資機材の充実を
図る。
▪�女性等の視点を踏まえた避難
所資機材整備

▪�防災用マット整備
▪�自走式トイレカー整備

◇�大垣駅北口デジタルサイネージ
設置事業
　大垣駅南口に続き、北口にも
デジタルサイネージを設置し、
市民や来訪者に映像を通して
「水都大垣」をアピールする。

大垣駅南口の「デジタルサイネージ」
大阪・関西万博フランスパビリオンでの
包括連携協定締結式


